
平
成
29
年
度
林
野
庁
職
員
定
期
表

彰
が
行
わ
れ
、
永
年
勤
続
30
年
表
彰

20
人
と
20
年
表
彰
13
人
を
表
彰
し
ま

し
た
。

式
典
は
、
６
月
13
日
当
局
大
会
議

室
に
お
い
て
、
永
年
勤
続
30
年
受
賞

者
及
び
局
幹
部
出
席
の
も
と
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
は
じ
め
に
池
田
直
弥

九
州
森
林
管
理
局
長
よ
り
「
こ
の
度
、

永
年
勤
続
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
す
皆

様
に
は
、
三
十
有
余
年
の
永
き
に
わ

た
り
、
国
有
林
野
事
業
の
各
般
の
事

務
・
事
業
に
真
摯
に
取
り
組
ま
れ
、

そ
の
努
力
・
苦
労
に
対
し
敬
意
と
感

謝
の
意
を
表
す
と
と
も
に
、
支
え
て

こ
ら
れ
た
ご
家
族
の
皆
様
に
も
感
謝

の
意
を
表
す
る
。
今
後
、
皆
様
方
に

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
署
の
中
核
と
し

て
、
経
験
と
知
識
を
発
揮
さ
れ
、
活

躍
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
と
と
も

に
、
健
康
に
留
意
さ
れ
職
場
や
家
庭

に
お
い
て
充
実
し
た
日
々
を
送
ら
れ

る
こ
と
を
願
う
」
と
の
式
辞
が
あ
り

ま
し
た
。

次
に
、
永
年
勤
続
表
彰
状
の
授
与

が
行
わ
れ
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
鹿

児
島
森
林
管
理
署
の
中
西
誠
技
官
に

農
林
水
産
大
臣
表
彰
状
が
伝
達
さ
れ

ま
し
た
。

そ
の
後
、
林
野
庁
長
官
の
祝
辞
を

両
角
実
総
務
企
画
部
長
が
代
読
、
続

い
て
祝
電
披
露
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
経
理
課
の
渡
邊
健
一
郎

技
官
が
「
受
賞
者
と
し
て
こ
の
式
典

に
列
席
で
き
た
こ
と
は
、
こ
の
上
な

い
栄
誉
で
あ
り
、
昨
年
の
熊
本
地
震

（
２
頁
へ
続
く
）
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No １７４５

平成29年7月10日
（２０１７年）

式辞を述べる池田局長

代表して表彰状の伝達を受ける中西技官



の
影
響
を
考
え
る
と
、
一
層
感
慨
深

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
今
、
森
林
・

林
業
は
か
つ
て
な
い
変
革
の
時
期
を

迎
え
て
お
り
、
林
業
の
成
長
産
業
化
、

森
林
・
林
業
再
生
へ
の
貢
献
に
寄
与

す
る
と
と
も
に
、
本
日
の
感
激
を
糧

に
、
国
民
の
財
産
で
あ
る
豊
か
な
森

林
を
未
来
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
更
に

全
力
を
傾
け
て
参
り
ま
す
」
と
受
賞

者
を
代
表
し
て
謝
辞
を
述
べ
、
式
典

を
終
え
ま
し
た
。

今
年
度
の
受
賞
者
は
次
の
と
お
り

林

視

（
計
画
保
全
部
長
）

渡
邊
健
一
郎
（
経
理
課
）

中
村
雄
二
（
計
画
課
）

山
口
隆
志
（
計
画
課
）

森

浩
之
（
保
全
課
）

間
宮

学
（
治
山
課
）

江
口

晃
（
治
山
課
）

永
山
博
美
（
屋
久
島
森
林
生
態
系
保

全
セ
ン
タ
ー
）

松
下
俊
二
（
森
林
整
備
課
）

日
隈
俊
幸
（
福
岡
署
）

峯

良
彦
（
佐
賀
署
）

井
上
和
也
（
佐
賀
署
）

萩
岡
茂
治
（
熊
本
署
）

後
藤
寿
也
（
西
都
児
湯
署
）

米
丸
栄
輝
（
都
城
支
署
）

柿
本
一
宏
（
宮
崎
南
部
署
）

中
西

誠
（
鹿
児
島
署
）

小
野
貴
行
（
鹿
児
島
署
）

黒
田
伸
博
（
屋
久
島
署
）

川
越
文
生
（
都
城
支
署
）

志
田
明
子
（
総
務
課
）

佐
藤

剛
（
企
画
調
整
課
）

清
田

誠
（
計
画
課
）

羽
野
誠
一
郎
（
森
林
整
備
課
）

中
島
純
也
（
資
源
活
用
課
）

木
倉
浩
二
（
熊
本
署
）

福
泉
裕
介
（
大
分
西
部
署
）

中
村
健
一
（
大
分
署
）

岡
田
伸
一
（
宮
崎
北
部
署
）

三
浦
健
司
（
都
城
支
署
）

柿
田
憲
司
（
都
城
支
署
）

笹
原
秀
司
（
宮
崎
南
部
署
）

岩
下
清
美
（
大
隅
署
）

（
担
当
＝
総
務
課
）

【
宮
崎
北
部
森
林
管
理
署
】
当
署
で

唯
一
の
島
と
し
て
管
理
す
る
、
門
川

湾
に
ぽ
っ
か
り
浮
か
ぶ
、
ひ
ょ
う
た

ん
の
よ
う
な
形
を
し
た
乙
島
国
有
林

（
無
人
島
）
に
て
、
林
野
巡
視
を
兼

ね
た
環
境
整
備
の
一
環
と
し
て
清
掃

活
動
を
行
い
ま
し
た
。

乙
島
国
有
林
は
、
一
部
を
門
川
町

と
貸
付
契
約
を
し
て
お
り
、
夏
季
２

カ
月
限
定
で
キ
ャ
ン
プ
場
が
オ
ー
プ

ン
し
、
町
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
も
開
か

れ
る
な
ど
、
町
民
の
憩
い
の
場
と
な
っ

て
い
ま
す
。

離
島
で
あ
る
こ
と
か
ら
機
会
が
限

定
さ
れ
ま
す
が
、
今
回
は
門
川
町
の

職
員
と
と
も
に
島
に
渡
り
、
署
長
を

始
め
当
署
職
員
と
門
川
町
職
員
と
で

島
内
の
清
掃
活
動
に
汗
を
流
し
ま
し

た
。そ

の
後
、
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
て

島
の
周
辺
部
や
林
況
を
空
撮
し
確
認

す
る
な
ど
、
門
川
町
と
も
保
全
状
況

な
ど
に
つ
い
て
、
今
後
に
向
け
た
意

見
交
換
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
有
益

な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。
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代表して謝辞を述べる渡邊技官

林野庁及び国土交通省では、「公共建築物等における木材の

利用促進に関する法律」に基づき、新たな木材需要の創出が期

待されるＣＬＴを活用した庁舎整備に取り組んでいます。

その一環として、今年度、当局西都児湯森林管理署及び四国

局嶺北森林管理署の庁舎整備（庁舎営繕事業）に着手します。

この庁舎整備は、林野庁から国土交通省に支出を委任して発

注を行うもので、国の庁舎整備として初めてＣＬＴパネル工法

が採用されることとなりました。

【西都児湯森林管理署庁舎整備事業(九州地方整備局発注）】

１．工事のスケジュール

平成２９年６月１９日公告

平成３０年度完成予定

２．規模・構造等

工事場所：宮崎県西都市（現地建て替え）

１）庁舎棟 木造軸組工法 平屋建て

２）会議室棟 ＣＬＴパネル工法 平屋建て

総延べ面積約４２６㎡

《イメージ図》※１

・左が庁舎棟(在来）右が会議 ・会議室棟内部にCLTを一部

室棟（CLT） あらわし（○印はCLT）
※１イメージ図はあくまで実施設計段階のものであり、発注時とは異なる

ことがあります。 （担当＝経理課）
清 掃 に 汗 を 流 す 職 員



５
月
29
日
、
今
年
度
第
１
回
目
の

保
護
林
管
理
委
員
会
を
開
き
ま
し
た
。

冒
頭
、
池
田
直
弥
九
州
森
林
管
理

局
長
か
ら
「
今
年
度
は
、
昨
年
12
月

に
返
還
さ
れ
た
米
軍
沖
縄
北
部
訓
練

場
の
、
貴
重
な
森
林
生
態
系
を
早
急

に
保
護
す
る
た
め
の
保
護
林
設
定
や
、

猪
八
重
地
区
の
保
護
林
設
定
、
綾
地

区
の
保
護
林
拡
充
、
各
保
護
林
の
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
実
施
結
果
の
評
価
な
ど

に
つ
い
て
ご
審
議
い
た
だ
く
こ
と
と

し
て
お
り
、
九
州
の
自
然
を
後
世
に

伝
え
る
べ
く
努
力
し
て
参
り
た
い
」

と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
事
務
局
か
ら
、
２
０
１

７
年
度
の
検
討
内
容
及
び
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
（
案
）
、
や
ん
ば
る
森
林
生
態
系

保
護
地
域
（
仮
称
）
設
定
（
案
）
な

ど
に
つ
い
て
、
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

米
軍
沖
縄
北
部
返
還
地
に
お
け
る

保
護
林
設
定
に
つ
い
て
は
、
09
年
３

月
に
「
沖
縄
北
部
国
有
林
の
取
扱
い

に
関
す
る
検
討
委
員
会
」
が
取
り
ま

と
め
た
報
告
書
「
沖
縄
北
部
国
有
林

の
今
後
の
取
扱
い
に
つ
い
て
」
を
基

本
に
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
承
認
さ

れ
た
も
の
の
、
そ
の
後
８
年
が
経
過

す
る
中
で
、
隣
接
地
が
や
ん
ば
る
国

立
公
園
に
指
定
さ
れ
、
世
界
自
然
遺

産
に
推
薦
さ
れ
た
こ
と
や
、
動
植
物

の
増
減
な
ど
の
状
況
変
化
も
考
慮
す

る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

委
員
か
ら
は
、
「
コ
ア
エ
リ
ア

（
保
存
地
区
）
の
む
き
出
し
部
分
を

解
消
す
べ
き
」
「
３
箇
所
に
孤
立
し

て
い
る
保
護
林
の
連
続
性
を
担
保
す

る
こ
と
が
必
要
」
「
保
護
林
に
含
め

な
い
国
有
林
に
つ
い
て
は
、
林
業
な

ど
地
域
ニ
ー
ズ
に
配
慮
し
た
取
り
扱

い
も
検
討
す
べ
き
」
「
エ
コ
ツ
ア
ー

な
ど
の
利
用
者
の
動
向
調
査
が
必
要
」

な
ど
の
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
計
５
回
の
委
員
会
を

予
定
し
て
お
り
、
今
後
、
各
議
題
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

（
担
当
＝
計
画
課
）
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九
州
脊
梁
山
地
の
麓
に
住
ん
で
お

り
、
子
供
の
こ
ろ
か
ら
山
は
あ
っ
て

当
た
り
前
で
あ
り
、
見
て
い
る
よ
う

で
見
え
て
い
な
い
存
在
で
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
林
業
の
会
社
で
働
く
よ

う
に
な
り
、
山
か
ら
里
山
と
目
に
つ

く
よ
う
に
な
っ
て
改
め
て
気
づ
い
た

の
が
、
四
十
年
程
前
ま
で
は
全
く
目

に
す
る
こ
と
の
な
か
っ
た
猪
や
鹿
が

庭
先
に
ま
で
出
て
く
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
で
す
。
自
然

が
身
近
に
な
っ
た
と
思
い
き

や
、
山
と
里
山
の
区
別
が
無

く
な
り
、
彼
ら
の
テ
リ
ト
リ
ー
が
広

ま
っ
た
だ
け
で
な
く
、
山
が
彼
ら
を

養
え
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
、
一
体
、
山
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
だ
ろ
う
と
の
好
奇
心
か
ら
モ
ニ
タ
ー

に
応
募
し
ま
し
た
。

仕
事
が
ら
、
間
伐
等
の
手
入
れ
を

さ
れ
ず
に
放
置
し
て
あ
る
山
を
見
る

の
は
辛
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
「
ど

ぎ
ゃ
ん
か
出
来
ん
ど
か
」
と
思
う
ば

か
り
で
何
も
出
来
ま
せ
ん
。
流
し
台

の
排
水
口
の
行
き
つ
く
先
に
海
が
あ

る
よ
う
に
、
山
か
ら
流
れ
出
た
水
の

行
き
つ
く
先
も
海
。
そ
の
海
の
水
が

蒸
発
し
雨
と
な
っ
て
地
上
に
降
る
循

環
を
繰
り
返
す
中
、
最
近
局
地
的
な

豪
雨
が
起
き
て
い
ま
す
。
昨
年
六
月
、

熊
本
地
震
後
の
豪
雨
で
山
の
許
容
量

を
超
え
た
大
水
が
土
砂
、
流
木
と
共

に
濁
流
と
な
っ
て
田
植
え
が
済
ん
だ

ば
か
り
の
田
ん
ぼ
に
情
け
容
赦
な
く

押
し
寄
せ
、
一
面
を
川
に
し
て
、
人

の
手
で
造
っ
た
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
呑

み
込
ん
で
い
き
ま
し
た
。
自
然
の
破

壊
力
の
す
さ
ま
じ
さ
を
目
の
当
た
り

に
し
て
、
た
だ
た
だ
、
た
め
息
と
脱

力
感
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

山
は
私
た
ち
に
木
材
や
水
を
与
え
、

二
酸
化
炭
素
を
吸
収
し
酸
素
を
供
給

す
る
ば
か
り
で
な
く
、
四
季
折
々
に

憩
い
の
風
景
を
無
償
で
提
供
し
て
く

れ
ま
す
。

山
は
経
済
的
価
値
だ
け
で
は
語
れ

な
い
も
の
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

生
業
と
し
て
林
業
を
や
る
以
上
儲
か

る
林
業
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

人
手
不
足
と
言
わ
れ
て
久
し
い
こ
の

業
界
に
、
如
何
に
し
て
多
く
の
人
に

山
の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と
が
出
る
か
、

モ
ニ
タ
ー
の
期
間
中
に
何
か
手
が
か

り
で
も
見
つ
け
る
こ
と
が
出
来
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

（
熊
本
県
山
都
町
在
住
）

枝尾 千春 さん 保 護 林 管 理 委 員 会 の 様 子

説 明 を 行 う 事 務 局

意 見 を 述 べ る 委 員



今
回
の
受
賞
は
、
熊
本
地
震
発
生

後
速
や
か
に
、
被
災
し
た
近
隣
住
民

な
ど
に
対
し
て
、
局
大
会
議
室
な
ど

を
避
難
所
と
し
て
開
放
し
、
避
難
住

民
へ
の
日
々
の
飲
食
料
の
提
供
を
行

う
と
と
も
に
、
職
員
を
24
時
間
常
駐

さ
せ
、
ま
た
避
難
者
の
ス
ト
レ
ス
緩

和
を
目
的
に
森
林
教
室
を
実
施
す
る

な
ど
、
避
難
所
に
お
け
る
き
め
細
や

か
な
支
援
活
動
を
行
っ
た
こ
と
。

ま
た
、
物
資
の
搬
入
・
夜
間
の
警

備
な
ど
に
職
員
を
分
担
さ
せ
て
被
災

者
支
援
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
被

災
自
治
体
へ
の
職
員
派
遣
（
罹
災
証

明
手
続
き
や
被
災
家
屋
調
査
な
ど
）

を
通
じ
て
、
震
災
の
支
援
活
動
な
ど

に
貢
献
し
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
、
今

回
の
受
賞
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

今
回
の
優
良
職
員
等
表
彰
で
は
、

林
野
庁
関
係
か
ら
、
農
林
水
産
大
臣

賞
と
し
て
、
当
局
並
び
に
北
海
道
森

林
管
理
局
日
高
北
部
森
林
管
理
署
が

受
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、
林
野
庁
長

官
賞
と
し
て
、
東
北
森
林
管
理
局
盛

岡
森
林
管
理
署
松
尾
亨
氏
、
四
国
森

林
管
理
局
鷹
野
孝
司
氏
が
受
賞
し
ま

し
た
。

（
担
当
＝
総
務
課
）

【
熊
本
森
林
管
理
署
】
６
月
７
日
、

美
里
町
役
場
に
お
い
て
美
里
町
、
熊

本
県
猟
友
会
美
里
支
部
と
当
署
の
三

者
に
よ
る
、
シ
カ
被
害
対
策
協
定
の

締
結
及
び
シ
カ
罠
引
渡
式
を
行
い
ま

し
た
。

式
で
は
、
上
田
泰
弘
美
里
町
長
か

ら
「
近
年
の
シ
カ
被
害
の
増
加
に
は

危
機
感
を
持
っ
て
お
り
、
民
国
連
携

し
た
シ
カ
捕
獲
の
取
り
組
み
は
有
意

義
で
あ
り
、
国
有
林
の
取
り
組
み
に

感
謝
す
る
」
と
の
表
明
が
あ
り
ま
し

た
。ま

た
、
吉
田
益
雄
猟
友
会
美
里
支

部
長
は
「
貸
与
の
罠
に
よ
り
、
よ
り

多
く
の
シ
カ
を
捕
獲
し
、
シ
カ
被
害

を
軽
減
し
た
い
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。本

協
定
に
よ
り
、
当
署
管
内
で
シ

カ
被
害
が
特
に
顕
著
な
九
州
中
央
山

地
地
域
を
抱
え
る
、
山
都
町
、
高
森

町
、
南
阿
蘇
村
及
び
美
里
町
の
４
町

村
全
て
と
協
定
が
締
結
さ
れ
、
当
地

域
で
の
重
点
的
な
シ
カ
捕
獲
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

【
宮
崎
北
部
森
林
管
理
署
】
民
国
連

携
の
一
層
の
推
進
を
図
る
べ
く
、
民

有
林
行
政
を
担
う
東
臼
杵
農
林
振
興

局
と
宮
崎
北
部
森
林
管
理
署
と
で
、

山
村
地
域
の
現
状
や
低
コ
ス
ト
の
取

組
、
事
業
体
育
成
な
ど
、
地
域
の
森

林
・
林
業
の
課
題
に
つ
い
て
意
見
交

換
会
を
開
き
ま
し
た
。

宮
崎
県
か
ら
は
、
再
造
林
推
進
や

山
村
地
域
の
活
性
化
に
向
け
た
取
り

組
み
の
説
明
が
あ
り
、
国
有
林
か
ら

は
管
内
の
事
業
量
や
低
コ
ス
ト
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
、
情
報
提
供
し
ま

し
た
。

会
議
の
最
後
に
は
、
今
後
も
情
報

共
有
を
密
に
連
携
を
深
め
、
地
域
林

業
の
発
展
の
た
め
協
力
し
て
い
く
こ

と
を
確
認
し
、
意
見
交
換
会
を
終
了

し
ま
し
た
。

ま
た
、
意
見
交
換
会
後
の
懇
親
会

に
お
い
て
も
、
更
に
連
携
強
化
を
深

め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
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６
月
２
日
、
平
成
29
年
度
優
良
職
員
等
表
彰
が
行
わ
れ
、
九
州
森
林
管
理

局
が
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

表
彰
式
は
、
農
林
水
産
省
大
臣
室
に
お
い
て
行
わ
れ
、
当
局
よ
り
職
員
２

人
が
出
席
、
山
本
有
二
農
林
水
産
大
臣
よ
り
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

今回授与された表彰状（左）と 大臣室での表彰式の様子

表彰式を終え山本大臣（中央）と

協 定 を 締 結 し た 三 者

宮崎県との意見交換会の様子



６
月
７
日
に
、
本
年
度
第
１
回
目

の
「
国
有
林
材
供
給
調
整
検
討
委
員

会
」
を
開
き
ま
し
た
。

各
委
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野

か
ら
の
意
見
を
述
べ
あ
い
、
「
現
時

点
で
の
供
給
調
整
は
要
し
な
い
」
と

の
検
討
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

各
委
員
か
ら
の
主
な
意
見
は
次
の

と
お
り
で
す
。

○
原
木
は
ま
ん
べ
ん
な
く
出
て
お
り
、

国
有
林
材
の
供
給
は
現
状
維
持
で
良

い
。
一
部
供
給
過
多
の
地
域
が
あ
り
、

現
場
（
山
土
場
）
に
材
が
た
ま
っ
て

虫
害
に
よ
る
品
質
の
劣
化
な
ど
が
心

配
さ
れ
る
。
素
材
生
産
の
現
場
は
若

手
が
増
え
て
き
た
が
、
他
業
種
に
引

き
抜
か
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、

不
法
伐
採
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
、
地

域
の
ま
と
め
役
や
山
に
詳
し
い
人
が

い
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
問
題
。

○
県
内
の
系
統
市
場
の
１
～
５
月
ま

で
の
出
荷
量
は
、
対
前
年
比
１
１
０

～
１
２
０
％
の
伸
び
と
な
っ
た
。
間

伐
か
ら
皆
伐
へ
シ
フ
ト
し
て
き
て
い

る
こ
と
が
一
因
。
原
木
輸
出
が
好
調

で
あ
る
が
、
今
後
は
良
質
材
や
製
材

の
輸
出
に
よ
り
販
売
価
格
を
上
げ
て

山
主
に
還
元
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

○
ス
ギ
原
木
価
格
は
現
状
維
持
の
状

況
に
あ
る
が
、
ヒ
ノ
キ
原
木
価
格
が

若
干
下
が
っ
て
い
る
。
最
近
は
輸
出

が
好
調
で
、
韓
国
向
け
ヒ
ノ
キ
原
木

（
２
・
４
ｍ
）
が
市
場
離
れ
で
１
４

０
０
０
円
前
後
に
も
な
る
。
ヒ
ノ
キ

は
集
成
材
や
輸
出
な
ど
の
Ｂ
、
Ｃ
材

の
引
き
合
い
が
多
い
た
め
、
Ａ
材
の

需
要
開
拓
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

○
原
木
供
給
は
順
調
で
、
前
年
と
比

べ
て
も
そ
れ
な
り
の
出
材
と
な
っ
て

い
る
。
製
品
荷
動
き
は
年
度
を
越
し

た
仕
事
が
あ
り
、
比
較
的
順
調
。
公

共
施
設
や
民
間
施
設
の
木
造
化
の
計

画
が
散
見
さ
れ
て
お
り
、
今
年
は
こ

う
し
た
需
要
が
期
待
で
き
る
の
で
は

な
い
か
。

○
原
木
市
場
へ
の
出
荷
量
が
多
く
、

本
来
な
ら
原
木
価
格
は
下
が
る
傾
向

に
あ
る
が
、
製
品
の
荷
動
き
が
好
調

の
た
め
価
格
は
そ
こ
そ
こ
維
持
さ
れ

て
い
る
。
製
品
に
つ
い
て
は
、
グ
リ
ー

ン
材
は
３
月
頃
か
ら
動
き
が
悪
い
が
、

Ｋ
Ｄ
材
は
よ
く
動
い
て
お
り
値
戻
し

程
度
で
あ
る
が
単
価
を
上
げ
た
。
大

手
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
や
地
場
の
有
力

ビ
ル
ダ
ー
に
仕
事
が
集
中
し
て
い
る

こ
と
に
よ
る
。

○
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
用
の
未
利
用
材

の
出
材
が
増
え
て
お
り
、
コ
ス
ト
面

か
ら
製
紙
用
チ
ッ
プ
原
料
の
仕
入
れ

が
難
し
い
状
況
。
燃
料
用
チ
ッ
プ
原

料
は
製
材
端
材
も
入
れ
て
い
る
。
製

紙
用
チ
ッ
プ
原
料
に
つ
い
て
、
針
葉

樹
原
木
は
今
の
と
こ
ろ
国
産
材
と
し

て
い
る
が
、
今
後
、
原
木
確
保
に
難

し
い
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
を
強
い
ら
れ
る
。

（
担
当
＝
地
域
木
材
情
報
分
析
官
）

【
屋
久
島
森
林
管
理
署
】
６
月
６
日
、

当
署
安
房
貯
木
場
に
お
い
て
屋
久
杉

土
埋
木
の
公
売
を
行
い
ま
し
た
。

現
在
、
九
州
森
林
管
理
局
内
で
は

素
材
の
販
売
方
法
と
し
て
シ
ス
テ
ム

販
売
が
主
流
で
あ
り
、
一
部
は
民
間

市
場
へ
の
委
託
販
売
も
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
署
独
自
の
公
売
を
実
施

し
て
い
る
の
は
当
署
だ
け
で
す
。

こ
の
た
め
、
検
知
、
椪
え
の
レ
イ

ア
ウ
ト
、
価
格
評
定
、
会
場
設
営
な

ど
全
て
を
職
員
実
行
で
行
う
た
め
、

公
売
に
向
け
て
業
務
グ
ル
ー
プ
の
関

係
職
員
だ
け
で
な
く
、
５
月
25
日
に

は
事
前
に
署
員
全
員
で
公
売
当
日
の

役
割
分
担
を
決
め
て
詳
細
な
打
合
せ

を
行
い
ま
し
た
。

公
売
当
日
は
、
屋
久
島
内
外
か
ら

約
40
人
に
も
の
ぼ
る
多
く
の
買
方
者

が
参
加
す
る
中
、
当
署
岩
本
清
文
次

長
の
開
会
挨
拶
の
あ
と
公
売
が
開
始

さ
れ
、
約
40
立
方
㍍
の
屋
久
杉
土
埋

木
が
、
競
り
子
（
当
署
職
員
）
の
威

勢
の
良
い
掛
け
声
と
と
も
に
、
次
々

と
競
り
落
と
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
最
高
値
は
立
方
㍍
あ

た
り
約
１
９
０
万
円
を
越
え
る
値
段

が
つ
く
と
と
も
に
、
平
均
入
札
単
価

は
立
方
㍍
あ
た
り
約
34
万
円
で
取
り

引
き
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
公
売
の
様
子
は
、
新

聞
・
テ
レ
ビ
の
マ
ス
コ
ミ
取
材
も
受

け
る
な
ど
、
屋
久
杉
土
埋
木
へ
の
関

心
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

当
署
で
は
、
屋
久
杉
土
埋
木
が
貴

重
で
限
り
あ
る
資
源
で
あ
る
た
め
、

少
し
で
も
細
く
長
く
生
産
・
販
売
が

出
来
る
よ
う
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

引
き
続
き
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
、
杉
人
工
林
の
需
要
拡
大
に
も
取

り
組
み
、
収
入
確
保
に
努
め
て
い
く

考
え
で
す
。
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挨 拶 す る 池 田 局 長

意 見 を 述 べ る 委 員

検 討 委 員 会 の 様 子

活発な競りが行われた土埋木の公売



５
月
31
日
、
局
大
会
議
室
に
お
い

て
、
桜
が
丘
病
院
よ
り
精
神
保
健
福

祉
士
原
田
健
一
氏
を
講
師
に
招
き

「
職
場
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
つ
い

て
」
と
題
し
て
、
「
心
の
健
康
づ
く

り
講
話
」
を
開
き
ま
し
た
。

こ
の
講
話
は
、
局
の
「
心
の
健
康

づ
く
り
実
施
計
画
」
に
基
づ
く
講
話

で
、
署
長
等
会
議
に
併
せ
て
行
っ
て

お
り
、
局
内
職
員
や
各
森
林
管
理
署

長
な
ど
約
70
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

講
話
で
は
、
①
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

に
つ
い
て
②
ス
ト
レ
ス
に
つ
い
て
③

心
の
病
に
つ
い
て
④
ス
ト
レ
ス
へ
の

対
応
に
つ
い
て
の
４
項
目
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

①
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
つ
い
て
で

は
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
が
悪
化
し
た

職
場
で
は
、
事
故
や
ミ
ス
が
発
生
す

る
可
能
性
が
大
き
く
、
事
故
後
の
対

応
や
ミ
ス
の
カ
バ
ー
に
多
大
な
労
力

が
必
要
と
な
り
、
不
調
者
が
発
生
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
労
働
生
産
性
の

低
下
や
不
調
者
へ
の
対
応
に
追
わ
れ

る
こ
と
に
な
る
な
ど
、
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
の
重
要
性
・
影
響
に
つ
い
て
話

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

②
ス
ト
レ
ス
に
つ
い
て
で
は
、
ス

ト
レ
ス
の
特
徴
、
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
、
身
体
的
・
心
理
的
・
行
動
面
で

の
対
応
、
ス
ト
レ
ス
反
応
を
左
右
す

る
要
因
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

③
心
の
病
に
つ
い
て
で
は
、
仕
事

上
・
仕
事
外
の
ス
ト
レ
ス
要
因
が
重

な
り
、
ス
ト
レ
ス
反
応
を
起
こ
す
こ

と
に
よ
り
疾
病
に
つ
な
が
る
こ
と
、

特
に
う
つ
病
は
女
性
に
多
く
、
自
殺

要
因
の
第
一
位
に
な
っ
て
い
る
こ
と

な
ど
に
つ
い
て
、
詳
し
く
話
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

④
ス
ト
レ
ス
へ
の
対
応
に
つ
い
て

で
は
、
個
別
の
対
応
（
セ
ル
フ
ケ
ア
）
、

管
理
職
の
対
応
（
ラ
イ
ン
ケ
ア
）
、

リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
、
最
後
に
自
分
の
ス

ト
レ
ス
に
つ
い
て
各
自
チ
ェ
ッ
ク
を

行
い
、
ス
ト
レ
ス
パ
タ
ー
ン
に
つ
い

て
把
握
す
る
こ
と
に
よ
り
対
処
方
法

を
知
る
こ
と
が
、
心
の
健
康
に
つ
な

が
る
と
話
さ
れ
、
講
話
を
終
了
し
ま

し
た
。

こ
の
講
話
を
通
じ
て
、
心
と
か
ら

だ
の
健
康
を
保
持
増
進
し
、
明
る
く

健
康
な
職
場
づ
く
り
が
で
き
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。（

担
当
＝
総
務
課
）
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沖
縄
を
除
く
全
国
に
分
布
し
て
い

る
日
本
特
産
の
落
葉
高
木
で
す
。

葉
は
大
形
で
枝
先
に
集
ま
っ
て
開

出
し
互
生
、
若
い
葉
は
帯
紅
色
で
美

し
く
、
幼
時
に
は
膜
質
大
形
の
草
落

性
の
托
葉
を
つ
け
ま
す
。
托
葉
の
落

ち
た
あ
と
が
線
状
痕
と
な
っ
て
枝
を

取
り
巻
い
て
い
ま
す
。

５
月
頃
香
り
の
高
い
大
型
の
花
を

枝
の
端
に
開
き
、
花
は
黄
色
を
帯
び

た
白
色
で
花
弁
の
数
が
多
く
ら
せ
ん

状
に
配
列
し
、
が
く
片
葉
は
３
枚
と

花
弁
は
６
～
９
枚
あ
り
ま
す
。

果
実
は
大
型
の
楕
円
体
で
長
さ
15

㌢
ぐ
ら
い
あ
り
秋
に
成
熟
し
ま
す
。

袋
果
は
多
数
で
開
裂
す
る
と
そ
れ
ぞ

れ
２
個
の
赤
色
の
種
子
を
出
し
白
色

の
糸
状
の
種
柄
で
垂
れ
下
が
り
ま
す
。

樹
冠
下
で
は
、
他
の
植
物
が
生
え

る
こ
と
は
少
な
い
。
落
葉
や
根
な
ど

か
ら
分
泌
さ
れ
る
他
感
物
質
に
よ
り

種
子
発
芽
や
、
発
芽
し
た
植
物
の
生

育
を
強
く
抑
制
さ
せ
る
た
め
で
、
自

生
地
で
は
下
草
が
少
な
く
落
葉
の
堆

積
が
目
立
ち
ま
す
。

飛
騨
高
山
地
方
の
郷
土
料
理
ホ
オ

バ
味
噌
焼
き
が
有
名
で
す
。
自
家
製

の
味
噌
に
ネ
ギ
な
ど
の
薬
味
、
椎
茸

な
ど
の
山
菜
を
か
ら
め
た
も
の
を

ホ
オ
の
葉
に
載
せ
て
焼
き
、
ご
飯
に

載
せ
て
食
べ
ま
す
。

今
月
号
で
は
、
林
野
庁
職
員
定
期

表
彰
式
と
優
良
職
員
等
表
彰
式
の
２

件
の
表
彰
式
を
掲
載
し
ま
し
た
▼
永

年
勤
続
30
年
受
賞
者
20
人
が
出
席
し

た
定
期
表
彰
式
で
は
、
ピ
ン
と
張
り

詰
め
た
雰
囲
気
の
中
に
あ
っ
て
、
受

賞
者
の
晴
れ
や
か
な
顔
が
印
象
的
で

し
た
▼
受
賞
者
の
皆
様
に
対
し
心
か

ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
▼
優
良
職

員
等
表
彰
は
、
熊
本
地
震
で
の
当
局

の
支
援
活
動
な
ど
が
評
価
さ
れ
、
農

林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
も
の
で

す
▼
熊
本
地
震
か
ら
１
年
３
カ
月
が

過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
地
震

発
生
時
の
混
乱
し
た
状
況
や
、
そ
の

後
の
避
難
者
対
応
な
ど
、
ま
だ
鮮
明

に
記
憶
に
残
っ
て
い
ま
す
▼
現
在
も

地
震
か
ら
の
復
旧
・
復
興
へ
の
取
り

組
み
は
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
当

局
職
員
の
避
難
者
へ
の
対
応
が
評
価

さ
れ
た
こ
と
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
す

▼
し
か
し
、
６
月
に
は
諫
早
市
・
佐

伯
市
や
長
野
県
で
大
き
な
地
震
が
発

生
し
、
７
月
に
入
り
熊
本
県
産
山
村

や
北
海
道
で
震
度
５
弱
の
地
震
が
発

生
す
る
な
ど
、
地
震
は
頻
発
し
て
い

ま
す
▼
今
後
も
地
震
へ
の
対
策
が
必

要
な
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
地
震
で
緩

ん
だ
地
盤
へ
の
雨
の
影
響
も
考
慮
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
、
皆
さ
ん
自
然

災
害
へ
の
備
え
は
万
全
に
。
（
つ
）

メンタルヘルスについて学びました

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

阿
南

一
義

様

熊
本
森
林
管
理
署
勤
務
、
農
林
水

産
技
官

阿
南
一
義
様
は
、
７
月
１

日
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

（
享
年
59
歳
）


